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１ 概要

汐留地区土地区画整理事業に伴い、建築工事を広範囲で同時期に競合して行うことになった。このため、

これらの現場に挟まれた３層５径間地下構造物や東京臨海新交通（ゆりかもめ）の橋脚など汐留地区内の一

体構造物の影響が懸念された。

本報は、Ａ、Ｂ、Ｃ街区建築工事及び区街３号線の施工後、引続き行われたＤ北１街区、Ｄ北２街区、Ｅ

街区の建築工事に伴う一体構造物の変状について計測結果を報告するものである。（図－1、2）
２ 計測結果と考察

D 北１街区、Ｄ北２街区、E 街区の建築工事は、平成 12 年 10 月～平成 17 年１月（予定）まで行われる。

この内、地下室築造に伴う根切り工事は、平成 13 年６月～平成 15 年 11 月まで行われ、土留め壁は SMW
を設置した。なお、地下室築造は逆打工法で施工した。

E 街区・ゆりかもめの傾斜 X、Y で２次管理値を超える値が計測された。周辺の構造物の変位を改めて実

測した結果、①橋脚の変形量は許容範囲であることが確認された。②ゆりかもめの軌道について調査した結

果、規定値内に納まっており走行上の安全性には問題がないものと判断された。管理値を越えた原因につい

ては特定することが出来なかったが、温度の変動とリンクしていることが分かった。

D 北２街区・３層５径間構造物外壁の鉛直変位（海側）で１次管理値を超える値が計測された時期は、地

下室築造工事を順打工法で施工した高層棟直下中央部の根切工事時期と一致する。しかし、根切り工事完了

後は、沈下傾向を示し 1 次管理値内に復元した。

D 北１街区、Ｄ北２街区、E 街区の建築工事に伴い一体構造物に及ぼした影響が少なかった要因を整理す

ると次の通りである。①逆打工法を採用した。②掘削工事の時期がずれていた。③最大掘削深が、一体構造

物と同程度であった。④近接工の対象とする地下構造物の延長が短かった。
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図－1 一体構造物周辺状況図 図－2 一体構造物計測機器設置断面図


